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三
､
光
軸
の
地
質

7
斑

盟
､
熔
山村
り
山村
石
輿
的
性
質

七
'
巨
象
川
田
近
の
地
組
欝
迩

二
､
火
山
及
四
近
り
地
組

四
､
円
倉
山
火
山
り
熔
･:kTT

六
､
給

一
､
緒

言

ア
サ
ゴ

カ

モ
ヤ

ク

′

肘
倉
山
火
山
は
丹
汲
団
天
田
郡
ビ
但
馬
団

朝

雄

郡
ビ
に
跨
る
火
山
で
あ
っ
て
'
山
麓
の
山
陰
線
上

花

久

野

騨
よ
-

は
僅
々
一
時
間
内
外
で
山
頂
に
達
し
得
る
.
其
の
規
模
は
甚
だ
大
な
ら
す

ビ
雅
も
'#
美
し
き
火
山
丘
､
噴
火
口
'
爆

岩
原
p
其
他
火
山
に
称
有
な
る
種
々
の
地
形
を
典
へ
､
火
山
を
構
成
す
る
玄
武
岩
は
勿
静
､
四
周
に
は
荘
園
岩
も
閃

紋
岩
.
洗
紋
岩
其
他
の
火
成
岩
が
あ
･cIP
古
生
暦
.
中
生
暦
等
の
水
成
岩
も
あ
っ
て
p
火
山
並
に
其
の
附
近
は
.
暦

に
火
山
研
究
p
岩
石
研
究
に
於
で
興
味
洗
き
の
み
な
ら
ず
F
屠
序
研
究
に
於
て
も
亦
甚
だ
興
味
多
き
地
域
で
あ
る
0

こ
の
火
山
は
音
-
が
ら
地
山轡
者
の
周
に
注
意
さ
れ
て
ゐ
る
が
櫛
に
研
究
さ
れ
た
報
告
は
な

い
の
で
あ
る
0



自

分

は

t
J.
九
二
二
年
八
月
よ
り
二
四
年
六
月
ま
で
の
問
.
数
回
'
火
山
及
四
鑑
の
地
層
を
踏
査
し
た
｡
併
し
-

ま
LJ
フ
ィ

ル
ド作
業
-
終
了
し
て
ゐ
な
い
し
'
殊
焦
し
た
栗
石
･化
石
等
の
研
究
-
完
成
し
た
静
で
は
な
-
､
こ
E
に

地
貌
諭
に
つ
き
て
は
､
束
定
稿
に
威
す
る
瓢
も
多
-
て
､
杜
撰
の
薯
を
免
れ
な
い
が
'
今
日
ま
で
の
私
考
を

1
先
づ

纏
め
る
こ
E
に
し
た
.
田
倉
山
火
山
の
調
査
を
始
め
て
以
来
.
小
川
教
授
､
中
村
致
授
其
他
の
藷

先
生
か
ら
.
或
は

野
外
に
於
で
.
或
は
演
習
室
に
於
で
敷
革
な
る
御
数
示
を
賜
っ
た
こ
ど
な
こ
ゝ
に
洗
-
威
謝
す
る
次
第
で
あ
る
O

二
'
火
山
及
田
近
の
地
貌

旧
倉
山
は
丹
波
山
地
の
北
閥
遊
練
に
あ
･JI
P
田
近

1
背
は
大
抵
五
六
官
米
の
高
原
性
山
地
で
'
火
山
の
南
ビ
北
亡

ア
ハガ

ト
Tlノ
チ

に
'
各
'
八
肝
の
地
に
あ
る

某

鹿

山
(九
六
二
光
)･
床

尾

山
(八
四
七
光
)
は
こ
の
地
方
に
敷
け
る
重
荷
鮎
で
あ
っ
て
､

千
米
以
上
の
山
獄
は
金
-
之
を
見
m
b
い
.
河
流
は
こ
の
高
原
性
の
山
地
を
淀
-
就
き
終
谷
を
つ
-
-
て
彫
刻
し
っ
～

め
-
P
概
し
て
回
藤
池
貌
空

不
し
て
ゐ
る
.

ト
ウ
ガ

田
倉
山
に
よ
っ
て
分
水
さ
れ
る
河
流
は
西
方
に
は
兼

河

川
も
南
西
に
は
磯
部
川
が
あ
-
'
二
川
は
和
円
山
附
鑑
に

アサ
ゴ

於
で
朝
氷

川
に
各
す
る
O
東
方
に
は
牧
川
(由
良
川
の
上
流
)
が
あ
り
'
初
め
は
北
東
の
山
地
の
問
を
南
西
に
流
れ
.

田
倉
山
火
山
の
熔
岩
の
東
端
よ
-
急
に
爾
来
に
樽
じ
.
響
-
に
し
て
束
流
し
て
福
知
山
方
南
に
向
ふ
C
以
上
の
三
川

の
解
谷
は
×
字
状
に
充
は
-
p
田
倉
山
火
山
は
其
の
交
叉
鮎
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
.

附
倉
山
火
山
(三
五
〇
米
)
は
極
め
て
若
き
固
雛
丘
を
な
し
､
顕
著
な
る
放
射
谷
は
敬
連
せ
ず
､
こ
亡
に
某
斜
面
に

舟
波
田
倉
山
火
山
の
地
既

遠

心

8
九
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･

鰐
三
髄

露

人

〓
0

於
で
然
-
で
あ
る
が
､

職
Jl
西
斜
面
に
於
で
は
凹
凸
に
富
め
る
特
殊
な
地
形
を
示
す
こ
),)
は
注
意
す

べ
き
で
あ
る
｡

山
頂
に
は
周
囲
約
四
盲
五
十
米
だ
概
測
さ
れ
る
火
口
が
あ
-
､
火
口
壁
よ
-
約
二
十
度
内
外
の
傾
斜
を
以
て
二
十
米

許
-
で
火
口
底
に
下
る
｡
火
口
底
は
平
坦
で
二
段
に
汀
6
･J:

五
皮
乃
至
十
度
の
傾
斜
を
宥
し
っ
ゝ
火
口
壁
を
破
-
I

馬
蹄
形
を
な
し
南
に
開
い
て
ゐ
る
｡
南
方
(城
山
よ
-
の
眺
望
最
も
佳
)
よ
･Jl
火
山
を
望
め
ば
梅
め
て
美
麗
な
る
コ
ニ

ー
デ
状
を
な
し
.
山
麓
は
十
位
以
下
の
俊
傾
斜
で
あ
る
が
中
腹
以
上
は
二
十
度
内
外
の
傾
斜
を
有
し
､

山
風
'
翠
な

ヤ
ク
ノ

る
熔
岩
丘
ビ
は
考
へ
ら
れ
な
い
｡
田
愈
山
の
商
館
に
展
開
す
る
爆
岩
原
は
之
を

夜

久

野
ビ
耕
し
.
高
さ
官
五
十
米

-

二
宮
米
p
長
さ
五
粁
窮
.
隔

7
肝
に
及
ぶ
｡
概
し
て
'
低
申
L･J
る
婁
地
を
な
し
.
所
謂
｣
ァ
ス
ビ
ー
一ブ
の
形
を
示
し

て
ゐ
る
｡
地
表
は
岩
現
露
出
せ
る

f
小
部
分
の
外
は
大
抵
風
化
し
､
品
色
又
は
赤
褐
色
の
土
壌
ど
な
-
.
甚
だ
肥
沃

で
あ
っ
て
大
部
分
開
墾
さ
れ
陸
帯
･
玉
軍
容
｡桑
樹
其
の
他
の
農
作
物
が
栽
培
さ
れ
て
ゐ
る
｡
耕
地
の
状
況
に
つ
き
で

は
東
部
に
は
乾
田
｡水
田
多
-
､西
部
に
は
畑
又
は
荒
地
多
-
､
中
央
部
よ
-
田
倉
山
に
連
っ
て
は
土
壌
浅
-
し
て
荒

地
又
は
刑
殊
其
他
の
小
港
木
が
生
せ
る
に
過
ぎ
な
い
.
こ
れ
等
の
相
違
は
鹿
砦
の
風
化
程
度
ビ
地
形
E
に
よ
る
の
で

熔
岩
の
新
嘗
を
暗
示
す
る
O
夜
久
野
の
地
形
に
就
き
て
次
の
二
項
は
埠
に
注
意
す

べ
き
で
あ
る
.

二

)熔
岩
原
の
表

クチ
オ
グ
ラ

面
に
は
極
め
て
指
薯
な
る
階
段
が
あ
る
こ
亡
.
即
ち
東
方
に
於
で
は
口

小

倉

よ
-
上
夜
久
野
輝
方
間
に
至
る
間

('約

タ
ノ
〃チ

1
七
〇
米
附
近
)
､金
浦
附
近
(約
二
〇
D
米
).
西
方
に
於
で
は

田

之

口

の

北
方
(約
二
〇
〇
米
)等
ほ
其
の
例
で
あ
る

(二
)
西
北
酉
よ
-
東
南
東
に
向
つ
で
梓
に
隆
起
せ
る
部
分
が
あ
っ
て
-
‥
の
方
向
に
数
個
の
儲
訴
状
の
ド
ー
ム
を
鬼



る
こ
E
｡
･即
ち
酋
方
に
於
て
は
大
師
山
､
中
火
に
於
で
は
金
比
羅
山
ー
凍
カ
に
於
て
は
八
十
八
山
尊
は
そ
れ
で
あ
る

大
師
山
は
矯
軍
に
覆
は
れ
.
梅
め
て
綬
傾
斜
を
以
て
周
囲
に
下
-
'
山
頂
は
平
地
で
三
基
の
偶
像
を
配
っ
て
あ
る
｡

金
比
羅
山
は
傾
斜
粕
々
大
､
十
度
内
外
を
不
し
.
山
頂
は
栓
林
に
蔵
は
れ
小
飼
を
肥
る
O
高
さ
約
二
官
三
十
米
に
及

ぶ
O
八
十
入
山
は
全
部
草
地
を
恥は
し
.
山
頂
に
は
花
久
野
八
十
八
ヶ
所

(夜
久
野
及
田
倉
山
に
は
眺
望
佳
な
る
地
を

選
び
で
八
十
八
個
の
俳
像
を
配
っ
て
あ
る
)
の
最
後
の
偶
像
を
配
る
.
こ
の
丘
は
高
か
ら
ざ
る
も
眺
望
硲
連
な
る
た

め
で
あ
る
.
こ
れ
等
の
二

一は
そ
れ
ぐ

爆
栗
丘
ビ
考
へ
る
の
が
蓮
皆
で
あ
る
yJ
思
ふ
〇

三
'
基
盤
の
地
質

一
斑

肘
倉
山
四
近
に
於
け
る
最
古
の
水
成
岩
は
上
部
秩
父
古
生
静
で
p
磯
部
川
の
両
岸
に
於
で
良
好
な
る
露
出
を
見
る

ま
と
し
て
黒
色
頁
岩
及
射
殺
岩
で
あ
っ
て
.
新
堂
の
南
閣
山
陰
術
道
に
治
ふ
黒
色
頁
岩
層
は
走
向
北
六

〇
度
1
六
五

皮
西
､
傾
斜
北
東
に
五
〇
度
1
六

〇
度
'
頗
田
の
南
方
粟
鹿
村
に
到
る
峠
の
中
腹
に
露
出
す
る
棟
贋
頁
岩
層
は
遺
向

川

北
四
〇
度
西
､
傾
斜
北
寛
に
五
〇
度
空
不
し
て
ゐ
る
｡
宜
省
都
博
士
に
披
れ
ば
､
こ
れ
等
の
古
生
静
は
速
坂
散
附
近

の
そ
れ
だ
同
機
な
る
,～.
の
で
あ
る
.
但
し
.
自
分
は
化
石
を
静
見
し
得
な
か
っ
た
こ
ど
ゝ
'
岩
層
の
性
贋
ど
よ
-
考

へ
て
多
少
の
疑
を
有
し
て
ゐ
る
｡

菩

岡
倉
は
磯
部
川
弥
谷
の
両
側
に
あ
ら
は
れ
.
概
し
て
低
き
丘
陵
を
な
す
｡
着
生
瀞
ビ
隣
接
す
る
底
に
於
で
は
'

之
を
結
晶
質
化
し
.
又
は
ホ
ー
ン
ア

ユ
ル

ス
に
化
せ
る
こ
ど
(梁
瀬
村
釈
莱
紳
赦
附
近
).
浸
蝕
に
抵
抗
せ
る
薯
岩
層

丹
故
旧
倉
山
火
山
の
地
質

語

れ

こ

】
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第
三
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孟

0

冨山

の
問
に
花
間
者
の
露
頭
が
散
粘
し
て
罵
出
す
る
こ
と
(漁
凋
相
の
東
方
丘
陵
)
.
花
園
岩
の
逸
練
に
於
で
は
頁
潜
を
ゼ

ノ

リ
ス
ビ
し
て
布
す
る
こ
ど
(新
堂
附
近
)等
よ
-
p
載
捕
岩
は
着
生
層
を
薯
け
ろ
も
の
な
る
こ
k
,脊
椎
め
ら
れ
る
.

荘
囲
碁
に
は
二
椛
あ
っ
て
､
田
之
口
の
甫
兼
丘
陵
に
於
で
見
る
如
き
細
粒
の
も
の
(m
icr?
g
l･anit
e
or
granite･aptite
)

及
び
新
堂
.
野
間
附
近
に
て
見
る
如
き
普
通
の
黒
革
母
花
岡
潜
郎
ち
こ
れ
で
あ
る
O

ケ
ー
ナ
ル
ス
ト
ラ
ケ
チ
ユ

ア
ー

野
間
の
北
方
にこ
て
探
馳
せ
L
花
柄
岩
_
･dlL;義

母
､
石
英
､
正
長
石
の
外
に
角
閃
石
及
斜
長
石
私
有
す
る
D
斜
長
石
は
美
し
さ

晶

帯

構

造

モ

ア
か
パ
イ

,i/

カ
ル
,
ス
パ
ッ
ド
､

ぺ
p
ク
p
.ノ
準
Hm
を
試
し
､
角
閃
石
り
株
式
的
な･<為
聯
関
税
を
耶
ぜ
え

00
1)

の
噺
田
海
和
露
し
絡
ii
｡
燐
択
石
､
磁
既
成
､

ヂ
>･
TT
I
ン
等
は
削
蝕
㈹
1}
し
て
存
在
で
ろ
.

中
生
暦
は
田
倉
山
四
近
及
敬
川
絡
谷
に
汎
布
し
.
弐
ビ
し
て
盈
色
頁
岩
｡砂
岩
｡及
石
衣
岩
よ
-
成
る
｡
高
内
附
鑑

の
牧
川
沿
岸
及
田
倉
山
閣
方
丘
陵
の
路
傍
に
は
灘
岩
の
好
露
出
が
あ
-
.
高
内
小
串
校
基
の
山
腰
に
は
石
衣
岩
の
歯

頚
が
あ
る
O
走
向
は
大
抵
北
五

〇
皮
-
八

〇
度
酉
'
傾
斜
は
北
東
に
五
〇
度
-
八

〇
度
で
あ
る
｡
し
か
し
局
部
的
に

は
甚
だ
超
勤
が
あ
っ
て
二
向
内
配

蹴

梼

下
の
響

藩

は
垂
直
の
傾
斜
牽

不
し
憲

ハの
北
方
の
石
悉

石
は
三

〇
度
-
四

度
の
傾
斜
を

不
す
に
過
ぎ
な
い
｡
こ
の
附
近
は
甚

だ地
膚
の
超
勤
が
多
い
桟
に
思
は
れ
る
｡
こ
の
中
生
潜
よ
-
は
数

ヶ
所
に
化
石
を
産
す
る
.

y.刀

二

下
柁

久
野
柑
字

栴
谷
及
額
田
路
傍

A
piocrinus,

n
o
ra√

二
.
兼
河
村
字

間
田山
腹

A
p

iocrFusv

Pen

tlCrinuS,



叫ニ
ー
中
載
九
ハ野
村
等
H
h聡
酉
力
敬
川
滑
川挿

･
T
t
･ig
o
n
ia

c
o
s
ta
ta,

P

h
o
la
d

o
m
y
a
s
p
･,

u

m

a

s
p
･)

m
H､
中
小偲
久
野
村
虫
丁高
内
山
臓

Cora√

A
p
i
ocr
in

us
(?,)
,

f
STaC
h
i
o

p
o
d
a
)

C
ard
in
il

S
P
,I

以
上
の
申
､
日
記
の
化
石
は
北
五

〇
凍
上

6
度
蛸
の
走
向
､
傾
斜
北
聖

10
度
の
砂
岩
賞
岩
の
瓦
恰
坤
1こ
包
合
せ
ら
れ
､
そ
望

貰

少
～f･i
か
ら
ざ
る
も

始
ん
･･,)カ
ス
,l
り
み
て
絹
.J
保
存
11
浪
好
で
な
い
｡
化
石
総
地
代
糾
弾
及
河
旗
で
あ
る
が
ら
将
水
の
際
H-
探
弘
に
国
難
で
あ
る
｡

其
他
の
化
石
-‡
何
れ
-

5

石
哲

村
中
よ
り
鐙
す
る
.あ

で
み
ろ
｡
拓
的
､
開
削
の
石
沢
山昔

オ
ー
p
チ

ッ
ク
石
沢
岩
で
あ
る
｡

柿
山
博
士
-‡
E
旬
部
博
士
の
採
払
.1こ
か
､

る
日
置
蕗

的

化
石
ー=
つ
き
て

T
r官

1ia
costata,
C
al･d
nia,
及
下
在
久
脚
蕗
の

A
p
iocrim
lS･
-ェ
仰
軸
組
の
化
石
で
わ
ら
う
1J
指
摘
さ
れ
､
江
原
幾
士
1ェ
佐
伯
凹
耶
虎

の
嫌
妬
_こ
か
ゝ
ろ
日
ほ
鑓
6
1
T
Tigon
ia
cosh
ta,
に
つ
4
jtTJ
X
件
排
紙
の
化
石
で
あ
る
1,
資
衆
せ
ら
れ
㌔

中
夜
久
野
村
揃
内
小
畢
校
基
の
山
腹
.1
あ
る

石
盟

村
中
よ
り
終
i
:
T
rpcl､ioi,.(1P.
に
つ
き
て
11
､
化
石
が
稀
で
あ
っ
て
探
鉱

-二間
柳
で
あ
る
q
v
r
自
分
の
探
脆
L
ii
化
石
が
極
め
て
慧

芸

で
あ

る
ii
め
.1
米
だ
十
分
な
ろ
研
究
み
嘩
け
て
ゐ
な
い
.

,8
淑
村
附
近
_こ
衆
辻
す
る
上
部
秋
父
甘
血
博
せ
さ
れ
る
地
恰
H-
山村
苧

速
内
応

斜
に
於
て
牧
川
流
域
の
申
出
燈
せ
耕
似
軸
多
-
､
若
し
､
之
在
中
改
暦

1,
せ
け
之
.,仲
比
-
柁
捕
山方
は
定
に
稜
の
放

出
..1}か
J
ろ
,
.1J
に
な
る
筈
で
あ
る
.

押
水
の
輪
帯
七
ろ
研
究
み
待
つ
O

開
披
岩
は
肘
倉
山
の
南
東
･,J
北
釆
ビ
に
贋
-
分
布
し
､
石
英
斑
岩
は
田
倉
山
の
北
西
丘
陵

ビ
敬
川
上
流
及
其
の

一

イト
hソ

文

板

壁

川

流

域

だ

に
蕗

出

し

て

ゐ

る
O

開

披

岩

が
中

生

暦

に
接

触

鼻

贋

作

用

を

輿

へ
た

る
革

質

は
商

内

附

淀

に
於

で

丹
波
田
曾
山
火
山
の
地
質

章

二

冨

叫



地

球

節
三
春

･

第
一二班

蔓
t

〓
田

観
察
し
得
る
｡
金
浦
の
南
方
に
於
け
る
開
披
岩
は

1
枚
に
蛇
紋
岩
に
鼻
じ
て
ゐ
る
0
田
倉
山
の
北
方
斜
面
に
は
二
宮

六
七
十
光
附
近
ま
で
石
英
斑
岩
が
あ
ら
は
れ
'
熔
岩
は
そ
の
上
を
被
覆
せ
る
奉
賛
を
観
察
さ
れ
る
.
其
他
.
流
紋
潜

オ

ク

･,･サ
カ

は
田
倉
山
の
北
西
.
南
西
に
贋
-
帆
布
し
､
奥

水

坂

の
北
東
に
於
で
は
扮
岩
肇
の
岩
脈
に
貫
通
さ
れ
て
ゐ
る
｡

同
様

の
岩
脈
は
高
内
の
歯
'
鰻
田
の
甫
等
に
於
で
も
観
察
し
得
る
O

以
上
ー
田
倉
山
四
近
に
於
で
最
古
の
岩
厨
は
上
部
秩
父
着
生
屠
(ァ
)
で
'
花
園
岩
は
之
を
貫
き
､
中
生
屠

(倣
雅

紀
)
は
其
の
上
に
堆
積
L
p
閃
総
意
及
石
英
斑
岩
に
よ
-
て
貫
か
れ
る
.
更
に
こ
れ
等
諸
君
の

l
部
は
流
紋
岩
の
送

出
の
た
め
に
被
覆
さ
れ
る
O
而
し
て
第
三
紀
層
の
顕
著
な
る
費
連
は
之
を
見
な
い
の
で
あ
る
.

四
七
田
舎
山
火
山
の
熔
岩

田
倉
山
及
裾
久
野
を
つ
-
る
玄
武
岩
は
こ
の
地

方
に
於
け
る
最
後
の
噴
出
岩
で
あ
る
｡
花
久
野
を
つ
-
る
熔
岩
は

歌
川
弥
谷
か
ら
兼
河
川
及
磯
部
川
鉢
谷
の
谷
頭
に
及
び
.
田
倉
山
は
其
の
北
部
に
約
二
官
米
以
内
の
国
雄
を
形
成
し

そ
の
爆
岩
の

7
部
は
夜
久
野
を
蔽
ふ
て
ゐ
る
bj

百
分
は
野
外
概
容
ビ
岩
石
畢
的
の
性
感
か
ら
､
次
の
三
種
の
爆
岩
を

隈
別
し
た
O

二

)
小
倉
玄
武
熔
岩

蓬
ビ
し
て
花
久
野
の
東
部
を
占
め
'
最
も
古
き
煙
岩
で
官
五
十
革
-
官
七
十
米
の
基
地
を

オ
ユ
ゴ

た
bす
C
東
胡
は
三
十
米
に
も
及
べ
る
断
崖
を
つ
-
つ
て
牧
川
着
岸
に
終
っ
て
ゐ
る
が
'
左
岸
に
於
で
大

拍

子
附
近
に

は
柾
醇
,
酵
岩
の
末
席
を
な
し
た
だ
者
へ
ら
る
＼
二
三
の
玄
武
岩
小
丘
を
見
,
射

断

,
酎

鋸

､
霊

配

附
妃
に
は
湖
水



の
沈
仙畷
樹
だ
机牧
丘
を
兄
､
竹岡
内
の
相
川カ
に
胎
て
は
現
河
床
-
-
二
十

米
計
-
の
☆
叩
桝
に
磯
牌
を
見
る
等
の
蕃

-
-

考
ふ
ば
れ
.
往
昔
に
於
て
は
焼
岩
の
末
端
は
東
に
光
方
の
中
生
膚
の
山
麓
に
及
び
'
敬
川
を
堰
き
止
め
て
.
前
記
の

地
方
に
湖
沼
を
生
成
せ
し
め
た
も
の
yJ
思
は
れ
る
｡
こ
の
熔
岩
の
末
端
に
於
で
は
'
山
陰
術
温
.
牧
川
断
崖
等
に
於

て
.
症
状
簡
讐

坂
状
節
理
等
の
良
好
琴

O
歯
頚
を
観
察
し
得
る
｡
所
々
に
石
切
場
が
あ
っ
て
優
良
な
る
石
材
を
産

メス
キ

ホ
ノイ
シ

L
p
其
の
貿
精
粗
怒
な
る
を
堆

石

ビ
新
し
､
放
密
な
る
を
本

石

だ

耕
す
Q
口
小
倉
石
切
場
は
最
も
知
ら
れ
二
偽
内
に

は
石
材
製
造
を
韮
ビ
す
る
も
の
が
多
い
｡

三

哀

摺
玄
武
熔
岩

壬
だ
し
て
柁
久
野
の
西
部
を
占
め
る
が
'
田
之
汀
北
方
'
金
浦
東
方
の
熔
岩
も
こ
れ
に
虜

す
る
.
金
比
羅
山
.
大
師
山
に
於
で
は
風
化
甚
し
け
れ
で
も
､
多
争

あ

熔
岩
に
威
す
る
も
の
ご
恩
は
れ
る
O
衣
摺

熔
岩
は
小
倉
懸

石
に
つ
ぎ
て
溌
出
せ
る
も
の
で
t
H
小
倉
附
産
に
於
で
は
十
米
前
後
の
段
階
を
な
し
で
終
っ
て
ゐ
る

こ
の
熔
岩
は
衣
摺
紳
就
.
田
之
口
附
並
等
に
於
で
新
鮮
な
る
露
頭
を
見
る
外
'
概
し
て
露
頭
に
乏
し
い
.
従
っ
て
石

材
に
利
用
せ
ら
れ
る
こ
亡
は
少
な
い
O

≡

)田
倉
山
玄
武
燦
砦

現
今
の
田
倉
山
を
つ
-
る
熔
岩
で
'
活
動
数
回
に
及
び
.
ま
だ
し
て
南
方
に
流
出
し
て

衣
摺
熔
岩
の

t
部
を
教
授
し
集
塊
岩
男
の
部
分
も
あ
る
｡
但
し
､
其
の
分
量
は
甚
だ
大
な
ら
ざ
る
が
如
-
'
田
倉
山

の
西
及
北
斜
面
は
山
腹
ま
で
基
娘
の
地
形
字

の
ら
は
し
て
ゐ
る
O
帥
ち
蘭
斜
面
の
凹
凸
に
富
む
二
己
.
北
斜
面
の
急

斜
す
る
こ
と
は
了

,
れ
に
原
田
す
る
の
で
あ
る

｡
田倉
山
熔
岩
は
奥
水
坂
の
筒
.
田
倉
山
東
旋
'
夜
久
野
茶
堂
の
南

井
波
田
倉
山
火
山
の
地
質

曇

〓
五



地

球

第
三
容

･
･

第
三
故

最

餌

三
六

及
北
蘭
､
大
森
神
政
の
南
方
等
煉
潜
流
の
東
端
に
於
で
は
鹿
々
に
露
頭
を
見
る
が
.
山
頂
附
近
は
風
化
甚
し
-
て
露

頭
に
乏
し
い
｡

田
倉
山
焼
岩
ビ
互
膚
L
t
又
は
互
膚
せ
ざ
る
火
山
灰
及
火
山
磯
は
之
を
魔
々
に
見
る
｡
帥
ち
田
倉
山
の
東
掩
.
求

坂
'
大
池
子
三
内
内
よ
-
餌
之
口
に
至
る
山
陰
街
道
'
飽
田
附
近
寄
こ
れ
で
あ
る
｡
田
倉
山
の
寛
政
及
城
山
の
南
方

等
に
於
で
は
熔
倉
,̂J
互
屠
し
て
ゐ
る
｡
而
し
て
こ
れ
等
火
山
噴
出
物
の
奔
最
の
比
較
的
多
量
で
な
い
革
質
だ
.
分
布

の
小
低
域
に
制
限
さ
れ
る
二
だ
～
'
火
山
弾
は
甚
だ
極
め
て
稀
な
る
こ
b･J
余
は
教
見
し
得
な
か
っ
た
)等
を
綜
令
し

て
考
ふ
れ
ぼ
火
山
活
動
は
概
し
て
微
覇
に
行
ほ
れ
た
こ
と
を
推
定
す
る
に
難
-
な
い
O

以
上
三
種
の
館
岩
中
.
≡

)
(≡
)
は
項
似
の
瓢
多
-
.
二

)
は
外
瓶
も
構
造
並
に
岩
石
車
上
の
性
質
に
於
で
差
選

を
認
め
得
る
O
吾
人
は
(
二
二
三
)
の
間
に
は
時
の
隔
-
が
少
な
き
に
反
し
､
(
二

三

)
の
間
に
は
稀
大
t･i
る
も
の
あ

る
こ
亡
を
推
定
す
る
｡

田
倉
山
四
妃
に
於
て
は
往
々
他
の
火
山
に
於
い
て
見
る
如
し

燦
岩
ビ
熔
岩
ど
の
問
､
又
は
館
岩
ビ
基
盤
岩
層
ど

の
間
か
ら
清
泉
の
湧
出
す
る
鹿
が
あ
っ
て
'
村
落
新
地
の
配
布
も
こ
れ
に
関
係
し
て
ゐ
る
.



湧 泉 場

口小倉(滑油)

金･浦 西方

金･捕

夜久野25下ンネ･t,内

田倉山来麓

同 上

田之口 西方

野間 北方

夜久野茶堂 西北

大師山 間北

衣摺紳敢境内

田倉山西麓

大森紳融の南方

奥水坂西南(溜地)

1
C

q

3

4

5

6

7

8

9

0

1

Cq

3

4

*

*

*

1

..1
1

1

1

*

*

*

'x'は焼岩 LP基盤岩石どの問より

湧出其の他は頗岩の間より湧出

玉
.
梅
岩
の
岩
石
撃
的
性
質

田
倉
山
及
夜
久
野
を
つ
-
る
凡
べ
て
の
焼
岩
は
槻
撹
玄
武
栗

0
1ivine
basalt
に
屈
し
.
斜
長
石
及
撤
撹
石
を
斑

晶
又
は
石
基
に
有
し
∵
廃

藩
適

職
野

焼
衣
石
｡沸
石
及
蹄
予
を
石
基
に
有
す
る
.
小
倉
畑
意
中
の
玄
武
角
閃
石

ビ･

衣
摺
熔
岩
中
の
黒
雲
母
は
特
有
傑
物
で
あ
る
0

倍
砦
は
覇
者
な
る
差
異
を
認
め
難
き
も
顕
微
鏡
的
構
造
及
造
岩
鋸
物
の
差
に
よ
っ
て
漸
-
隈
別
を
な
し
得
る
.
小

倉
爆
岩
は
次
白
色
に
し
て
撒
樺
石
の
斑
晶
を
有
す
る
が
他
の
錦
物
は
殆
ざ
同
大
で
ド

レ
グ
チ
ッ
ク
構
造
を
有
し
三

光

丹
波
田
倉
山
火
山
の
地
質

志

筑

〓
忠



地

球

第
三
容

.

節
三
雄

宏

rt

二
八

晶
質
な
る
こ
ビ
多
き
も
'
亦
.
玄
武
椅
子
を
宥
す
る
も
の
も
あ
る
｡
衣
摺
熔
砦
は
掛
盈
色
な
る
こ
ビ
多
-
二

肢
に

雑
密
で
且
つ
藍
禦

耽
横
着
晶

長
石
の
斑
晶
は
大
に
し
て
管

和
は
屡
々
自
形
を
有
し
椅
子
質
の
石
基
に
富
む
O
燐

次
石
虚

餓
鰯
は
覇
者
に
此
し
て
著
し
-
増
加
し
て
ゐ
る
｡
附
倉
山
熔
岩
は
響

ー-=
貿
な
る
瓢
に
於
で
前
者
に
似
,肉
眼

約
に
次
長
色
を
E正
し
.
磁
餓
蘭
の
小
姑
晶
藤
め
て
多
し
0

以
上
の
熔
岩
中
の
斜
長
石
は
柏
木
状
の
ラ
ブ
ラ
ド
ラ
イ
-
で
あ
っ
て
熔
岩
の
種
類
に
よ
っ
て
,
薯
し
き
差
異
を
見

出
し
難
い
O
光
単
性
十
.
屈
折
率

二
五
五
四

-
一意
六
四
三
.
分
散

pV
v

J

ラ
th･ラ
言

イ
去

平
均
組
成
-ェ

A
bレO
A
ロ
7品

る
･J
ー
小
倉
石
切
物
産
｡
斜
長
石
に
つ
き

N
g
卜

の
噺
耐
み
マ

リ

C
esllO
and
S
ok
ol
切
放
ね
I用

葦

A
b
j
芯

n65.
械
内
座

につ
き

A
b
3D
A
n
7,/

笠

相
方
琴
1
-

つ
与

･～Ic
Sch
Ste=
り
法
に
よ
り
て
A
b
i
S
A
n
T{

7
1/

(
イ
ー

カ
ル

,
ス

パ

グ

芸

莞

苦

言

斜
票

に
つ
与

M
ic
helILiy-

慧

用
ギ

A
b
27
An

73
藷

i10
=
れ
琴
の
粕
SJ.B
は
砦
深
分
化
･1
よ
る

益
誓

言

む
よ
り

も
宏

品

田
蒜

獅
孟

せ
､
碁

｡
豊

品

菅

に
よ
-

-

-

､つ
0
小
川
数
讐

斜
君

芙

藍

探
警

よ
晶

リ
.1
懲
警

ら
れ
i1

し
か
し
分
析
Li+
分
空

慧

絡
屯
か
つ
-

遺

憾
で
-

o
摘
し
て
斜
慧

還

-

法

難

い
か
､
↓
夜
久
野
警

り
蒜

に
別
品

莞

歪

摘
カ
の
熔
岩
に
-‡
庇
襟
五
粍
位
り
糖

ー払
が
純
々
存
碇
す
ろ
0

碓
撹
石
は
空

芸

だ
多
-
.
斑
晶
ビ
し
て
､
又
石
基
ビ
し
て
燦
岩
の
主
成
分
を
な
す
0
小
倉
石
切
場
産
の
如
き
は

極
め
で
鮮
新
に
し
て
単
行
弗
鍵
に
て
淡
鈍
色
叉
は
殆
ざ
無
色
に
革

を

O
包
衷
物
E
L
で
磯
城
鎌
の
多
き
-
の
及
ク

ラ
ッ
ク
あ
る
も
の
は
其
の
周
囲
は
褐
色
を
農
す
る
‥
1･J
が
多
い
0
金
浦
閣
方
の
捧
暑
中
の
槻
糖
石
(
岩
0
)
に
つ
き
で



見
る
に
(O
L
D
)
に
単
行
の
腿
刀閥
は
珊
山九
一食
1
.O
OJ)に
平
行
t､b
る
朋
刀相
川は
極
め
て
不
(...g
T食
で
､
ク
ラ

ッ

ク
に
肌佃
ひ
て
蛇

紋
化
作
用

S
el･Pe
n
tiniza
tioll

の
起
れ
る
を
観
察

し
た
r3

輝
石
は
概
し
て
小
糠
に
し
て
'
鮎
晶
形
及
壁
開
銀
を

も
認
め
雛
き
も
の
が
多
い
｡
但
し
.
稀
に
斜
長
石
の
間
隙
を

充
填
し
て
太
晶
を
な
し
(金
浦
産
盲

ア
イ
チ
ッ
ク
構
造

O
p
h
ftic.
sh･ucture
空

ボ
す
も
の
も
あ
る
O
色
は
線
次
色
を

普
通
だ
す
る
が
小
倉
熔
岩
中
に
存
す
る
も
の
は
多
少
褐
色
を
蓋
し
チ
タ
ン
輝
石

T
itan
ic
a
u
gi
te

に
近
い
も
の
も
あ

る
｡
暮
雨
に
て
滑
光
角
は
四
十
二
度
内
外
､
弱
き
多
色
性
だ
張
h
TJ重
層
研
ビ
は
其
の
特
色
で
あ
る
0

磁
餓
鰻
は
何
れ
も
小
姑
晶
又
は
小
粒
を
な
し
.
結
晶
は
正
人
商
機
で
ス
OA,
ネ
ル
双
晶
を
な
す
も
の
も
多
い
｡
最
後

の
流
出
に
か
ゝ
る
餌
食
山
熔
岩
に
は
磁
鎖
鎌
極
め
て
多
き
も
結
晶
は
甚
だ
小
.
最
初
の
流
出
に
か

ゝ
る
小
倉
熔
岩
に

は
数
は
少
な
い
が
結
晶
粒
は
粗
大
で
あ
る
｡

燐
次
石
は
何
れ
の
熔
岩
に
も
多
義
に
之
を
認
め
る
｡
其
の
小
さ
き
針
状
飴
晶
ビ
横
断
せ
る
小
紋
を
明
に
観
察
す
る

を
稗
'
横
断
面
は
六
角
形
を
有
し
.
十
字

ニ
コ
ル

の
亨

に
て
硯
野
査
-
暗
-
.
屈
折
率
は
高
き
に
か
～
は
ら
す

'
垂

屈
折
は
極
禦

｣
低
い
｡
小
倉
石
切
場
産
玄
武
意
中
に
春
す
る
燐
凍
石
は
小
な
る
針
状
結
晶
空

不
す
に
過
ぎ
ね
が
田
之

口
産
玄
武
岩
に
於
で
は
鞘
長
大
で
あ
る
｡

其
他
､
玄
武
角
閃
石
は
小
倉
熔
岩
中
に
屡

々
聴
鬼
さ
れ
.
症
面
の
努
開
脱
に
て
六
度
内
外
の
滑
光
角
空

不
L
t
光

の
吸
収
の
破
き
こ
ĴJ
は
風
化
せ
る
棚
渡
瀬
.fJ
容
易
に
笛
別
さ
れ
る
O
貴
賓
灘
は
(0
0
1)
に
平
行
の
努
開
完
全
打
t
る
の

舟
波
田
<.･LLl山
火
山
の
地
質

孟

セ

三
九



地

球

解
三
谷

筋
三
助

孟

八

三
0

ビ
P

(0
0
1
)

の
再
に
三

軸
性
に
数
損
の
干
渉
圏
を
あ
ら
は
す
に
よ
っ
て
よ
-
鑑
紳
し
得
る
｡
飴
晶
の
状
況
よ
-
考

ふ
れ
ば
二
次
的
に
鮎
晶
せ
る
も
の
で
な
い
D
品
質
母
に
は
紋
色
を
義
し
て
披
泥
化
作
用

C
hlo-
id
z
a
t
i
on

の
行
ほ
れ

て
ゐ
る
も
の
が
多
い
｡

沸
石
は

l
次
的
に
ド
ル
ー
ス
に
生
成
し
た
ご
恩
は
る
ゝ
も
の
は
上
聴
久
野
騨
附
淀
の
爆
岩
に

於
で
観
察
し
､
二
次
的
に
生
せ
し
ビ
思
は
る
ゝ
も
の
は
風
化
せ
る
斜
長
石
の
間
を
充
し
て
生
成
し
て
ゐ
る
｡

l
次
的

沸
石
に
は
均
等
贋
の
も
の
ビ
非
均
等
贋
の
も
の
と
あ
-
.
前
者
は
斜
長
石
の
間
隙
､
割
れ
目
に
結
晶
し
.
A

nal
cim
e

(e
･
)
AJJ
思
は
れ
.後
者
は
段
々
大
晶
を
な
し
.
屈
折
率
及
重
屈
折
共
に
極
め
て
低
-
'
光
単
性
十
､番
の
瓢
よ
-
H
e-

1andite
(.?)
だ
思
は
れ
る
C
玄
武
射
手
は
上
述
の
諸
結
晶
の
間
隙
を
発
し
て
ゐ
る
が
'
小
倉
熔
岩
に
は
比
枚
的
少
-
'

後
の
流
出
に
か
ゝ
る
も
の
程
多
き
を
加

へ
る
0

以
上
の
各
館
物
の
結
晶
順
序
を
見
る
に
(A
)
燐
凍
石
p
磁
餓
鋸
.
(B
)輝
樺
石
及
斜
長
石
の
斑
晶
並
に
輝
石
p
角

閃
石
.
黒
雲
母
.
(C
)
斜
長
石
'
(D
)碓
焼
石
'
輝
石
'
沸
石
類
.
毛

)
玄
武
椅
子
の
順
}J
考
察
さ
れ
る
｡
概
し
て

結
晶
の
完
全
に
勝
連
し
な
い
鮎
よ
-
考
へ
で
.
熔
岩
の
冷
却
は
迅
速
に
行
ほ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
-
得
る
｡

夜
久
野
玄
武
岩
分
析
表



A 13

SiO2 日-～.･-49.950--日･･49.35
TiO2-.･,･- 1.730･- ･･,･･1.04
Al303･-･-- 18.201- ･･-･･18.1O
Fe0 ---- 7.791･･-..‥･6.9Lt
Fe20.3- ‥････2.656-･･･-･3.[)6

MnO ･･--- 0.164･･-･-.0.15

Ca0 --- 8.822････････.8.76

5.651---･･5.63

0.881-- -･･0,79

2.197-･=-.2.18

0.638･--日.0.65

0.641･･--･1.30

0.345日--- 0.57

99.667 99.6)2

i
l

l

班g｡瑚
卿
的
W
W

右
11
拙
僧
;興
亜
佃
弊
政
室
助
手
牛
応
赫
怒
氏
の
放
帝
な
る
分
析
ーこ
か
ゝ
ろ
も
り
で
､･
<
11
小
骨
石
切
場
蕗
沢
白
色
玄
武
宍

小
倉
熔
岩

)お
は
夜
久
野
随
道

産
捌
敗
色
玄
統
覚

衣
摺
熔
岩
)
で
あ
る
｡
嗣
潜
は
衆
望
.6
す
通
り
附
し
て
籾
似
し
て
ゐ
為
が
ー
A
に
駿
化
節

一
枚
の
多
き

言

､
酸
化
轡

議

の
少
き

三

水
の
少
き

,W
等
_こ
於
て
B

亡
興
り
､
A
t
i統
御
性
に
富
め
ろ
が
却
-
､
樽
岩
の
色
､
荊
綾
錦
的
紙
粉
等
に
於
て
差
異
の
蝕
ず
る
所
以
に
つ
さ
て
も
多
少
耽

明
さ
れ
て
ゐ
石
.
樹
'
同
傭
鋳
出
下
問
恩
夫
君
の
醐
定
_こ
よ
れ
tT
A
の
比
重
は
三
ー
〇
五
四
四
､B
は
二
､
八
四
八

〇
に
し
て
､
E
倉
山
:･硯
上
の
玄
武
岩
(
田

倉
川
熔
岩
)
の
此
丑
は
二
､
九
二
七

〇
で
あ
る
.

六
､
結

論

田
倉
山
火
山
の
汚
動
は
牧
川
弥
谷
か
ら
兼
河
川
鉢
谷
に
及
ぶ
F

i
s

su
re
e
r
up
t
i
o

n

に
始
ま
っ
て
P
田
倉
山
を
つ
-

丹
波
田
倉
山
火
山
の
地
質

孟
九

I
I

H



地

球

第
三
番

.

第
三
放

棄
O

冨

こ

ろ
c
cntral
e
ruption
に
よ
っ
て
終
局
を
皆
げ
た
も
の
で
あ
･る
ら
し
く
'
大
師
山
.
金
比
羅
山
等
は
前
者
の
iij
な
る
中

心
で
は
あ
る
ま
い
か
O

熔
岩
は
槻
撹
玄
武
岩
で
'
そ
の
組
成
は
皆
次
長
石
.
撒
擬
石
'
輝
石
p
燐
灰
石
.
磁
餓
鋸
及
沸
石
頻
は
iii成
分
で

角
閃
石
､
貴
賓
母
は
副
成
分
で
あ
る
｡
分
析
の
示
す
巌
に
よ
れ
ば
玄
武
岩
ビ
し
て
は
梅
め
て
ノ
ル
マ

ル
な
る
組
成
を

有
す
る

曹
灰
長
石
は
熔
岩
の
捕
鯨
に
よ
っ
て
顕
著
な
る
差
を
認
め
な
い
O
但
し
､
総
皮
の
下
降
ビ
磁
餓
塘
結
晶
粒
の
増
加

./J
は
着
果
の
流
動
噂
を
崩
か
ら
し
め
､
火
山
丘
を
形
成
す
る
に
至
れ
る
も
の
な
る
か

ビ推
定
さ
れ
渇
｡

火
血
活
動
の
起

-
し
時
代
の
決
定
は
困
難
な
る
も
･
田
倉
山
の
活
動
は
洪
戯
政
に
&

,て
も
行
ほ
れ
た
事
薯
は
､
水

坂
附
近
の
湖
水
堆
頂
瀞
に
よ
り
て
推
知
し
得

べ
-
.
夜
久
野
を
構
成
せ
る
最
初
の
熔
岩
の
流
出
も
.
少
な
-
yJ
,も
箱

三
瓶
後
期
よ
-
古
き
こ
と
は
あ
る
ま
い
bJ
考

へ
る
Q

両断厨葡碓氷湖取水

苛

工

蔓

化雲
庭
石
.
諜
山嶺

玄
室

≡
火
山

灰
層

露

官句轡
雷

7
秒
僻

皿
鉢

僻

≡
私

土
m㈱
rr

fLj,rTu

〓ノモ

十′イ
ト

:･･t‥ムーLI.a:ユー.C.'･

I,等量音線

√1

i

0

凍



ー小
肢
山川
土
は
中
的
地
力
に
は
三
つ
の
火
山
列
の
あ
る
:
ど
な
説
か
れ
た
｡

即
ち

『
北
部
に
は
次
色
の
酸
性
岩
の
列

が
あ
っ
て
､
加
賀
白
山
よ
り
以
西
に
於
で
畢
純
な
る
酸
性
を
示
し
っ
～
'
漸
次
に
角
閃
富
士
岩
に
鼻
す
る
-
の
'
市

部
に
は
弼
月
内
布
沿
岸
に
中
性
岩
の
列
が
あ
っ
て
､
讃
岐
岩
は
屋
島
の
メ
サ
を
つ
-

-
､
飯
野
山
を
形
成
し
､
内
海

の
小
喚
は
徒
時
の
メ
サ
の

7
部
な
る
も
の
が
多
い
O
中
部
に
は
韮
性
悪
の
列
が
あ
-
､
備
中
の
飯
ノ
山
､
日
野
山
も

但
馬
の
閥
銅
山
の
一如
-
中
囲
碁
地
上
に
小
固
錐
丘
を
の
せ
て
地
貌
上
に
1
舟
色
を
輿
ふ
O
こ
れ
尊
は
玄
武
岩
よ
-
な

rJ/

花
久
野
以
来
に
は
柿
れ
な
る
も
､
以
西
に
は
極
め
て
普
通
の
も
の
で
あ
る
.
而
工
で
こ
れ
等
の
火
山
は
第
三
紀

qU

末
に
起
れ
る
槻
月
内
海

W
arping
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
』
だ
.
史
に
p

互
鹿
部
博
士
は
因
幡
岩
美
郡
拾
石
村
に

は
磯
暦
を
舷

へ
る
軍
曹
石
の
あ
る
こ
ど
な
調
査
さ
れ
.
問
鍋
仙
.
田
倉
山
等
も
そ
の
来
期
の
活
動
は
第
四
紀
に
及

べ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
ら
れ
た
｡
南
朝
逸
の
玄
武
岩
は
ア
ル
プ
ス
の
伺
曲
の
結
果
'
逃
出
せ
る
も
の
な
る
こ
と

g
は
V,t
ン
ス
レ
ク
ツ
の
東

す
る
魔
で
あ
る
が
.
我
が
中
観
地
方
に
於
て
も
こ
れ
に
頼
似
の
現
象
を
観
察
し
得
る
の
は
面

白
い
こ
E
で
あ
る
｡

七
､
田
舎
山
田
近
地
親
の
饗
遷

ノヽ

骨
て
､
小
藤
博
士
は
有
名
な
る
論
文
｢
中
観
薪
の
地
貌
式
｣
に
於
で
P
中
生
代
の
未
に
は
中
歯
は
低
温
な
る
甲
府
で

あ
っ
た
ビ
諭
越
せ
ら
れ
た
｡
こ
の
諭
は
肘
倉
山
四
近
に
於
て
も
通
用
し
待
ら
る
ゝ
の
で
あ
っ
て
p
中
生
代
の
兼
又
は

新
生
代
の
初
期
に
は
既
に
陸
地
ど
な
-
､
恐
-
は
p
基
準
平
原

B
aseleveled
p
lain

で
あ
っ
た
こ
亡
は
第
三
紀
轡
の

丹
波
田
舟
山
火
山
の
地
質

票

]

三
三



地

球

第
三
番

.

第
三
幼

T
t

3至

芸
E
l

崩
著
な
る
資
産
を
寵
め
難
き
瓢
よ
-
考

へ
ら
る
～
魔
で
あ
る
｡
其
後
に
起
っ
た
幾
多
の
断
暦
だ
P
火
山
作
用
の
た
め

に
イ
ソ
ペ
ー
ス

isob
aSeS
を
適
確
に
求
め
る
こ
E
は
困
難
で
あ
る
が
.
凡
そ
床
尾
山
附
近
よ
pc,ほ
>

南
東
属
母
山
階

近
に
向
つ
て
準
中
原
面
に
緩
慢
な
る
隆
起
帯
の
起
れ
る
を
知
ら
し
め
る
ワ

ニ
の
附
鑑
の
山
獄
は
七
三
〇
米
乃
至
七
六

〇
米
の
問
に
あ
っ
て
.
隆
起
嘩
平
原

U
pheaVal
peneplain
の

一
部
な
る
ペ
-
､
床
尾
山
(載
陥
岩
｡八
四
七
光
)
は

モ
ナ
ド
ノ
ッ
ク
の
如
-
蟹
え
て
ゐ
る
.
こ
れ
等
の
隆
起
灘
か
ら
園
成
流

C
orlSequ
e
nt
StrelmS
は
ま
ビ
し
て
西
南
に

向
つ
て
流
れ
た
｡
糸
井
川
､
磯
部
川
の
如
き
は
そ
の
例
で
あ
る
｡
後
者
は
前
者
に
比
し
､
現
今
に
於
て
は
甚
だ
矩
か

け
れ
FT/J
も
､
河
流
井
に
其
の
鉢
谷
は
か
ゝ
る
小
流
に
想
像
し
難
き
程
皮
に
教
育
せ
る
地
貌
を
豊
す
る
鮎
よ
-
推
し
て

多
分
.
往
昔
に
於
で
は
現
今
の
牧
川
上
流
だ
漣
っ
て
糸
井
川
に
比
肩
す

べ
き
河
流
で
あ
っ
た
こ
亡
を
推
断
す
る
に
難

く
な
い
0

節
三
紀
未
に
起
っ
た
洞
戸
内
海
ワ
-
ビ

ン
グ
の
結
果
は
了

｣
の
地
方
に
於
て
も
或
は
断
層
又
は
裂
碑
を
生
成
せ
し

め
た
｡
牧
川
解
谷
か
ら
東
河
川
弥
谷
に
及
ぶ
断
膚
の
如
き
は
其
9
繭
著
な
も
の
で
あ
る
.
(現
今
の
磯
部
川
.
牧
川
上

流
の
河
床
よ
り
考

へ
で
.
落
差
約
二
五
米
内
外

/̂J
測
定
)
露
に
於
で
奮
磯
部
川
の
上
部
は
戴
断
さ
れ
て
p
其
の
下
流

は
現
今
見
る
が
如
き
城
頭
川

出
e
head
ed
s
trelm

,̂Jな
っ
た
｡
然
る
に
其
の
上
流
は
敬
川
の
た
め
に
分
捕
ら
れ
､
奮

牧
川
は
長
さ
/̂J
水
盤
'J
を
堵
し
､
其
の
下
流
は
浸
蝕
作
用
～=cLJ迄
し
-
す
る
に
至
っ
た
｡
荷
､
現
今
野
瀧
す
る
東
河
川

-
ル仕
緒
.r64
来
推
し
で
枚
川
に
班
い
だ
軍
資
は
､
余
が
附
…査
中
､
日日
小
倉
附
は札
に
於
て
､
加代
瓜
ハ野
放
初
の
仙梯
川有
中
に
､



遇
に
閣
カ
よ
､J-
蓮
ば
れ
雑
-
し
ビ
思
は
る
～
花
陶
質
の
河
磯
の
閉
ぢ
込
め
ら
れ
周
る
を
翫
解
せ
る
こ
と
よ
り
す
る
も

考

へ
得
る
が
､
現
今
兼
河
川
谷
頭
平
野
の
頗
き
に
過
ぐ
る
こ
亡
.
そ
の
中
流

.i
は
往
時
の
分
水
界
だ
考

へ
待
ら
る
ゝ

地
形
を
認
め
る
こ
ビ
等
よ
-
す
る
も
推
知
し
得
る
の
で
あ
る
.

其
後
に
起
っ
た
火
山
作
用
は
玄
武
山寄

流
し
.
花
久
野
並
に
田
倉
山
を
形
成
せ
し
め
た
.
而
し
て
'
最
初
の
熔
岩

流
は
束
流
し
て
敬
川
難
谷
に
及
び
.
磯
部
川
の
谷
に
及
ぼ
ざ
る
革
質
は
丙
弥
谷
の
間
に
既
に
地
形
的
に
境
界
の
生
じ

居
た
-
し
な
推
定
す
る
に
充
分
で
あ
る
0
玄
武
岩
流
出
の
結
苑
は
其
の
四
周
に

山
崎
的
の
湖
沼
･{q･J
現
出
し
た
O
兼
河

川
上
流
の
兼
河
潮
森

川
中
流
の
水
取
湖
及
大
池
手
附
近
寄
は
そ
の
士
な
る
.A
の
で
あ
る
｡
来
河
湖
は
田
倉
山
の
西
方

に
存
在
し
た
が
､
酉
に
出
口
を
求
め
'
段
丘
を
戎
し
て
滑
果
し
た
｡
水
坂
湖
は
中
生
膚
だ
熔
山雷

の
間
を
浸
蝕
し
て

水
坂
'
荘
見
附
近
に
美
麗
な
る
数
段
の
段
丘
ビ

成
瀞
せ
る
湖
水
堆
積
謄
E
を
残
し
て
滑
滅
し
た
｡
柁
久
野
兼
端
の
断

崖
･,J
大
油
子
附
近
の
峡
谷
･!J
は
現
今

に
於
で
も
飼
浸
蝕
作
用
6>
盛
ん
に
布
は
れ
つ
ゝ
あ
る
こ
宇
哲
物
語
る
も
の
で
あ

る
O丹

波
山
地
の

一
部
が
回
春
地
貌
萱
不
し
て
ゐ

る
革

質

は
二
渦
動
山
附
近
並
に
和
知
川
森

川
解
谷
の
段
丘
､回
春

せ
る
解
答
等
に
よ
っ
て
も
知
-
得
る
魔
で
あ
っ
て
p
ま
さ
に
撃

石

浸
蝕
翰
姐
に
入
っ
て
ゐ

絹も
の
ど
考

へ
ら

れ

る
0
(完
)
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